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１．2025年３月期の業績（2024年４月１日～2025年３月31日）
（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期 10,017 △2.2 128 △72.9 626 △34.0 679 △28.7

2024年３月期 10,242 △3.8 473 △56.0 949 △35.9 952 △6.6

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年３月期 49.08 ― 1.5 1.2 1.3

2024年３月期 68.90 ― 2.1 1.8 4.6
(参考) 持分法投資損益 2025年３月期 ―百万円 2024年３月期 ―百万円

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期 53,518 46,062 86.1 3,325.39

2024年３月期 54,417 46,642 85.7 3,371.71
(参考) 自己資本 2025年３月期 46,062百万円 2024年３月期 46,642百万円

（３）キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2025年３月期 473 △1,194 △623 3,050

2024年３月期 667 2,313 △760 4,394

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年３月期 ― ― ― 45.00 45.00 623 65.3 1.4

2025年３月期 ― ― ― 45.00 45.00 626 91.7 1.3

2026年３月期(予想) ― ― ― 45.00 45.00 58.3
(注) 配当金総額には、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式に対する配当金（2024年３月期 1百万円、

2025年３月期 3百万円）が含まれております。

３．2026年３月期の業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 4,990 5.9 240 237.3 520 63.8 370 55.4 26.71

通期 10,510 4.9 530 313.1 1,040 65.9 1,070 57.4 77.25



※ 注記事項
（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（２）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期 16,500,000 株 2024年３月期 16,500,000 株

② 期末自己株式数 2025年３月期 2,648,345 株 2024年３月期 2,666,357 株

③ 期中平均株式数 2025年３月期 13,846,952 株 2024年３月期 13,828,403 株

（注）当社は「役員報酬ＢＩＰ信託」を導入しており、当該信託が保有する当社株式は、期末自己株式数及び期中平
均株式数の算定上控除する自己株式に含めております。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に掲載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたって

の注意事項等については、決算短信（添付資料）４ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧く

ださい。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当事業年度（2024年４月１日から2025年３月31日まで）におけるわが国経済は、一部に足踏みが残るものの、景気

の先行きについては、雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果もあって、緩やかな回復が続くことが期待さ

れます。ただし、物価上昇の継続が消費者マインドの下振れ等を通じて個人消費に及ぼす影響や、通商政策等アメリ

カの政策動向による影響等が、わが国の景気を下押しするリスクとなっており、依然として先行き不透明な状況で推

移いたしました。

このような状況の中で当社は、経営理念「生活者の信頼に応え、豊かな健康生活に貢献する」の下、事業ビジョン

「すこやかでより良い時間を願う人々を応援する」に基づき、中期経営計画（2022年４月～2027年３月）において、

「次の100年に向けた成長投資と持続的成長基盤の確立」を基本戦略と定め、「養命酒」及び酒類・食品の卸売販売を

中心とする既存事業の収益力強化（深化）と、これまで取り組んできた「くらすわ」ブランドを中心とした新たな事

業基盤の構築（探索）を同時に行う「両利きの経営」を推進し、収益性を確保しつつ成長投資を行い、新たな企業価

値の創造に取り組んでまいりました。

当事業年度の業績は、くらすわ関連事業が伸長したものの、「養命酒」が前年を下回ったことにより売上高は

10,017百万円（前年同期比2.2％減）、営業利益は「くらすわの森」開業に伴う先行投資等もあり、128百万円（前年

同期比72.9％減）、経常利益は626百万円（前年同期比34.0％減）、当期純利益は投資有価証券売却益の計上等によ

り、679百万円（前年同期比28.7％減）となりました。

セグメント別には以下のとおりです。

①養命酒関連事業

国内「養命酒」については、テレビCMや新聞等の広告を実施したほか、卸店やドラッグストア等主要販売チャネル

である小売店と協働して陳列強化等の店頭販促に取り組んだものの、物価上昇による消費行動への影響等の要因によ

り、売上高は7,004百万円（前年同期比6.1％減）となりました。酒類・食品については、「クラフトジン」は堅調に

推移したものの、前年をやや下回る845百万円（前年同期比0.9％減）となりました。海外（海外「養命酒」を含む国

外販売）については、「養命酒」の売上が前年を下回ったことにより、321百万円（前年同期比25.6％減）となり、不

動産賃貸・太陽光発電については、370百万円（前年同期比2.1％減）となりました。

以上により、養命酒関連事業の売上高は8,541百万円（前年同期比6.4％減）となりました。

なお、台北支店は2025年３月末をもちまして閉鎖いたしました。

②くらすわ関連事業

店舗は、「くらすわの森」のグランドオープン及び都内での新規出店等により売上が伸長しました。通信販売は、

「五養粥」、「幸健生彩DX」が売上に寄与し、堅調に推移しました。外販（他社チャネル販売）は、新規取引先の増

加等により、好調に推移しました。

以上により、くらすわ関連事業の売上高は1,476百万円（前年同期比31.7％増）となりました。

おいしい体験、たのしい体験、すこやかな体験を通して、“すこやかなくらし”を提供する体験型施設「くらすわ

の森」は、2024年10月３日のグランドオープン以降、12万人を超えるお客様にご来場いただき、ご好評をいただいて

おります。
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（２）当期の財政状態の概況

当事業年度末における総資産は、前事業年度末に比べ898百万円減少し、53,518百万円となりました。これは主に流

動資産のその他に含まれる未収消費税等が372百万円増加した一方で、投資有価証券が保有株式の売却等により1,485

百万円減少したことによるものであります。なお、有形固定資産が主に体験型施設「くらすわの森」への設備投資に

より2,452百万円増加し、その支払いに伴い現金及び預金が1,944百万円減少しております。

負債は、前事業年度末に比べ318百万円減少し、7,456百万円となりました。これは主に未払費用が113百万円、未払

法人税等が84百万円、繰延税金負債が保有株式の時価評価等により93百万円それぞれ減少したことによるものであり

ます。

純資産は、前事業年度末に比べ580百万円減少し、46,062百万円となりました。これは主に利益剰余金が当期純利益

679百万円の計上及び配当金623百万円の支払いにより55百万円増加した一方で、その他有価証券評価差額金が673百万

円減少したことによるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ1,344百万円減少し、

3,050百万円となりました。

当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果増加した資金は、473百万円（前年同期比29.1％減）となりました。これは主に税引前当期純利益

973百万円、減価償却費701百万円の増加要因と、投資有価証券売却益454百万円、未収消費税等の増加額372百万円、

法人税等の支払額350百万円の減少要因によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果減少した資金は、1,194百万円（前年同期は2,313百万円の収入）となりました。これは主に定期預

金の純減額による収入500百万円、有価証券の償還による収入500百万円、投資有価証券の売却による収入846百万円及

び有形固定資産の取得による支出3,145百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果減少した資金は、623百万円（前年同期比18.0％減）となりました。これは主に配当金の支払いによ

るものであります。

なお、当社のキャッシュ・フロー指標のトレンドは、次のとおりであります。

第103期

2021年３月期

第104期

2022年３月期

第105期

2023年３月期

第106期

2024年３月期

第107期

2025年３月期

自己資本比率（％） 86.8 86.8 86.3 85.7 86.1

時価ベースの自己資本比率
（％）

54.8 49.8 52.1 47.8 76.1

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率（年）

1.0 0.8 0.9 2.3 3.3

インタレスト・カバレッジ・
レシオ（倍）

102.4 131.7 115.3 37.5 19.6

（注）自己資本比率 自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率 株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ 営業キャッシュ・フロー／利払い

※ 株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

※ キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

※ 有利子負債は貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としております。ま

た、利払いについては、キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。
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（４）今後の見通し

今後の見通しといたしましては、当社は中期経営計画（2022年４月～2027年３月）の４年目として、養命酒関連事

業につきましては、国内「養命酒」の売上回復に向け、お客様とのダイレクトコミュニケーションを重視してまいり

ます。広告活動、店頭でのお客様との接点強化及び流通との協働による店頭販促に取り組むほか、「くらすわの森」

とも連携を図り、新規顧客の拡大に取り組んでまいります。酒類・食品は、採算性を重視し、「クラフトジン」、

「養命酒製造クロモジのど飴」、「五養粥」等の伸長商品の販売拡大に注力してまいります。海外は、酒類・食品の

輸出強化に取り組んでまいります。くらすわ関連事業につきましては、商品管理、オペレーションの見直し等による

既存店舗の収益改善を進めるほか、昨年秋にグランドオープンした体験型施設「くらすわの森」の売上拡大に取り組

みながらブランド発信拠点としても活用することで他の販売チャネルへの波及を図ってまいります。成長性と収益性

を重視した事業基盤の構築を目指してまいります。

次期の業績予想に関しましては、売上高10,510百万円（前年同期比4.9％増）、販促活動の見直しにより、営業利益

530百万円（前年同期比313.1％増）、経常利益1,040百万円（前年同期比65.9％増）、当期純利益1,070百万円（前年

同期比57.4％増）を見込んでおります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要課題の一つと認識しております。

配当につきましては、中期経営計画期間（2022年４月～2027年３月）、各事業年度の業績等を考慮して、当期純利

益に対する配当性向60％程度を目安に実施したいと考えております。また、原則として１株当たり年間配当金の下限

を45円とし、業績の拡大に応じた利益配分を基本としながら安定的な配当を継続することにも配慮してまいります。

内部留保資金につきましては、広い視野に立ち、中期経営計画の基本方針に沿った新規事業への成長投資等のために

活用してまいります。当期の配当につきましては、業績等を考慮し、期末配当金として１株当たり45円を行う予定で

あります。

次期の配当につきましては、期末配当金として１株当たり45円を行う予定であります。

２．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

当社は、「生活者の信頼に応え、豊かな健康生活に貢献する」を経営理念とし、お客様の満足と信頼を一番に考え、

健康生活に貢献できるよう、企業ビジョンである「健全で、強い、良い会社」を目指してまいります。また、「すこ

やかでより良い時間を願う人々を応援する」という事業ビジョンの下、「養命酒」をはじめとする商品及び「くらす

わ」ブランドを通して、高い安心と社会に求められる有用な商品やサービスの提供に努めてまいります。

（２）中長期的な経営戦略と目標とする経営指標

中長期的な環境認識として、国内の少子高齢化の進行と人口減少、エネルギーや原材料価格の高騰、世界的な不確

実性の高まり等により、これまでと異なる様々な社会的課題の解決が企業に求められています。

このような経営環境において当社は、中期経営計画（2022年４月～2027年３月）を策定し、2023年に会社創立100周

年を迎えるにあたり基本戦略を「次の100年に向けた成長投資と持続的成長基盤の確立」と定めました。「養命酒」及

び酒類・食品の卸売販売を中心とする既存事業の収益力強化（深化）と、これまで取り組んできた「くらすわ」ブラ

ンドを中心とした新たな事業基盤の構築（探索）を同時に行う「両利きの経営」を推進し、収益性を確保しつつ成長

投資を行い、新たな企業価値の創造に取り組んでまいりました。

しかしながら、ここまでのところ、物価上昇による消費行動への影響等の要因による国内「養命酒」の販売不振、

通信販売の競争激化、店舗展開にあたっての人材確保難等によるくらすわ関連事業拡大の遅れ、最終年度を見据えた

Ｍ＆Ａの実現可能性等、中期経営計画策定時に想定した前提条件が大きく変化しております。

このような状況を踏まえ、現在公表している最終年度の目標とする経営指標を見通すことが困難と判断し、売上高

200億円以上を取り下げることとしました。なお、中期経営計画において取り組むべき方針、及びその他の目標とする

経営指標である営業利益率10％、ROE（自己資本利益率）４％は変更ありません。
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（３）会社の対処すべき課題

当社は、中期経営計画の基本戦略である「次の100年に向けた成長投資と持続的成長基盤の確立」を達成するため、

引き続き以下の４つの戦略課題に取り組んでまいります。

①効率を重視した既存事業の収益力強化

「養命酒」及び酒類・食品の卸売販売を中心とする既存事業においては、開発、製造、流通、プロモーションの一

貫したマーケティング戦略立案部署を設置し、生活者視点に基づくマーケティング戦略の展開強化を図ります。また、

デジタル技術を活用した事業展開と生産性の向上を推進してまいります。

②「くらすわ」ブランドを軸としたダイレクトチャネル事業の構築

これまで商業施設を中心に展開してきた「くらすわ」について、「広げる、すこやかなくらしの輪（おいしい体験、

たのしい体験、すこやかな体験）」をコンセプトとしたブランド化に重点を置き、実店舗でのお客様とのコミュニケ

ーションを通じて商品の機能や世界観、歴史、ライフスタイルに共感いただくことで通信販売やギフト向け販売と一

体となった事業化を図ってまいります。その取り組みとして、駒ヶ根工場敷地内にブランドシンボルとして新たに体

験型施設「くらすわの森」を開業し、ブランド強化とビジネスモデルの構築を目的に企業買収、業務提携も視野に入

れてまいります。

③サステナビリティ経営の推進

当社の長期的な企業価値向上にとって持続可能な社会の実現は、重要な経営課題と認識しております。当社はサス

テナビリティに関する基本方針を定め、「養命酒」を中心とした当社商品・サービスを通じた社会的な健康の増進、

駒ヶ根工場を中心とした環境負荷の低減、ゆかりある長野県を中心とした地域との共生と自然環境保全活動として、

駒ヶ根工場敷地内の体験型施設「くらすわの森」を通じた地域社会への貢献等を推進してまいります。

④事業領域の拡大に向けた多様な人材活用と人的資本・知的財産等の無形資産への投資

既存事業を深化させ、新たな事業領域への探索に進むには、人的資本が最も重要な経営資本と認識しており、事業

戦略に基づく人材開発と多様な人材の積極的起用による活力ある企業文化の醸成を進めてまいります。また、長い歴

史の中で蓄積してきたブランド、ノウハウ、顧客基盤を含めた知的財産は、当社の企業価値を支える重要なものと認

識し、より一層の価値向上と活用の強化に努めてまいります。

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は、現在日本国内を中心に事業展開や資金調達を行っており、当面は日本基準を採用することとしております。

ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適用につきましては、今後の事業展開や国内他社の動向等を踏まえ、適切に対応して

いく方針です。
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４．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2024年３月31日)

当事業年度
(2025年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,654,876 5,710,818

売掛金 2,212,684 2,072,423

有価証券 500,000 ―

商品及び製品 545,294 611,696

仕掛品 165,666 143,265

原材料及び貯蔵品 1,114,034 1,135,552

前渡金 1,183 122

前払費用 59,342 64,543

その他 55,491 434,524

流動資産合計 12,308,573 10,172,947

固定資産

有形固定資産

建物 15,197,363 18,594,074

減価償却累計額 △11,061,722 △11,201,854

建物（純額） 4,135,640 7,392,220

構築物 2,029,327 2,670,685

減価償却累計額 △1,658,441 △1,670,516

構築物（純額） 370,885 1,000,169

機械及び装置 6,055,442 6,408,006

減価償却累計額 △5,348,886 △5,520,941

機械及び装置（純額） 706,555 887,064

車両運搬具 122,373 124,835

減価償却累計額 △104,399 △112,406

車両運搬具（純額） 17,974 12,428

工具、器具及び備品 1,447,000 1,490,474

減価償却累計額 △1,296,637 △1,264,682

工具、器具及び備品（純額） 150,363 225,792

土地 2,472,308 2,594,394

建設仮勘定 1,875,913 70,572

有形固定資産合計 9,729,641 12,182,641

無形固定資産

ソフトウエア 171,525 110,528

その他 16,007 14,831

無形固定資産合計 187,533 125,359

投資その他の資産

投資有価証券 26,320,278 24,834,328

関係会社株式 ― 56,919

関係会社長期貸付金 ― 81,000

出資金 726 726

長期前払費用 9,508 52,964

前払年金費用 700,715 745,337

長期預金 5,100,000 5,200,000

その他 69,574 73,494

貸倒引当金 △8,739 △6,740

投資その他の資産合計 32,192,063 31,038,031

固定資産合計 42,109,238 43,346,032

資産合計 54,417,812 53,518,979
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(単位：千円)

前事業年度
(2024年３月31日)

当事業年度
(2025年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 143,759 173,575

未払金 104,068 92,474

未払酒税 114,503 95,917

未払費用 677,298 563,505

未払法人税等 134,363 49,858

前受金 7,422 7,508

預り金 22,178 21,326

賞与引当金 206,002 190,689

役員賞与引当金 24,600 19,400

役員株式給付引当金 37,282 27,091

その他 8,831 13,844

流動負債合計 1,480,309 1,255,191

固定負債

繰延税金負債 4,494,981 4,401,527

役員退職慰労引当金 48,350 30,000

長期預り金 1,742,918 1,755,250

資産除去債務 ― 8,069

その他 8,280 6,757

固定負債合計 6,294,529 6,201,606

負債合計 7,774,839 7,456,797

純資産の部

株主資本

資本金 1,650,000 1,650,000

資本剰余金

資本準備金 404,986 404,986

その他資本剰余金 319,680 355,755

資本剰余金合計 724,666 760,741

利益剰余金

利益準備金 412,500 412,500

その他利益剰余金

固定資産圧縮積立金 771,502 751,971

別途積立金 36,931,000 37,281,000

繰越利益剰余金 1,038,407 763,767

利益剰余金合計 39,153,410 39,209,239

自己株式 △4,785,723 △4,785,046

株主資本合計 36,742,353 36,834,934

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 9,900,619 9,227,248

評価・換算差額等合計 9,900,619 9,227,248

純資産合計 46,642,973 46,062,182

負債純資産合計 54,417,812 53,518,979
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当事業年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

売上高 10,242,250 10,017,259

売上原価

商品及び製品期首棚卸高 371,472 484,484

当期商品及び製品仕入高 529,299 527,038

当期製品製造原価 2,467,782 2,413,567

酒税 740,491 706,206

合計 4,109,046 4,131,296

他勘定振替高 ※1 47,658 ※1 56,461

商品及び製品期末棚卸高 484,484 534,583

商品及び製品売上原価 ※2 3,576,903 ※2 3,540,251

飲食売上原価 310,910 517,472

売電収入原価 81,979 78,669

不動産賃貸原価 132,466 137,018

売上原価合計 4,102,260 4,273,412

売上総利益 6,139,989 5,743,847

販売費及び一般管理費 ※3,※4 5,666,149 ※3,※4 5,615,545

営業利益 473,840 128,301

営業外収益

受取利息 523 5,736

有価証券利息 51,268 48,914

受取配当金 390,369 440,015

雑収入 58,137 33,107

営業外収益合計 500,298 527,773

営業外費用

支払利息 24,069 26,606

雑損失 682 2,714

営業外費用合計 24,751 29,321

経常利益 949,386 626,753

特別利益

投資有価証券売却益 ― 454,353

関係会社株式売却益 450,209 ―

収用補償金 ― 736

特別利益合計 450,209 455,089

特別損失

固定資産除却損 ※5 16,528 ※5 67,918

減損損失 ― ※6 26,833

投資有価証券売却損 3,251 ―

支店閉鎖損失 ― ※7 13,180

その他 23 ―

特別損失合計 19,803 107,932

税引前当期純利益 1,379,792 973,911

法人税、住民税及び事業税 395,000 268,000

法人税等調整額 31,971 26,328

法人税等合計 426,971 294,328

当期純利益 952,820 679,583
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本

剰余金
資本剰余金合計 利益準備金

その他利益剰余金

固定資産

圧縮積立金
別途積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 1,650,000 404,986 319,680 724,666 412,500 781,403 36,681,000 1,088,060

当期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩
△9,901 9,901

税率変更による積立

金の調整額
― ―

別途積立金の積立 250,000 △250,000

剰余金の配当 △762,374

当期純利益 952,820

自己株式の取得

自己株式の処分

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

当期変動額合計 ― ― ― ― ― △9,901 250,000 △49,653

当期末残高 1,650,000 404,986 319,680 724,666 412,500 771,502 36,931,000 1,038,407

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
利益剰余金

自己株式 株主資本合計
その他有価証券

評価差額金

評価・換算差額

等合計利益剰余金

合計

当期首残高 38,962,964 △4,826,091 36,511,539 6,278,636 6,278,636 42,790,175

当期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩
― ― ―

税率変更による積立

金の調整額
― ― ―

別途積立金の積立 ― ― ―

剰余金の配当 △762,374 △762,374 △762,374

当期純利益 952,820 952,820 952,820

自己株式の取得 △266 △266 △266

自己株式の処分 40,634 40,634 40,634

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

3,621,983 3,621,983 3,621,983

当期変動額合計 190,445 40,368 230,813 3,621,983 3,621,983 3,852,797

当期末残高 39,153,410 △4,785,723 36,742,353 9,900,619 9,900,619 46,642,973
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当事業年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本

剰余金
資本剰余金合計 利益準備金

その他利益剰余金

固定資産

圧縮積立金
別途積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 1,650,000 404,986 319,680 724,666 412,500 771,502 36,931,000 1,038,407

当期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩
△9,879 9,879

税率変更による積立

金の調整額
△9,651 9,651

別途積立金の積立 350,000 △350,000

剰余金の配当 △623,754

当期純利益 679,583

自己株式の取得

自己株式の処分 36,074 36,074

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

当期変動額合計 ― ― 36,074 36,074 ― △19,531 350,000 △274,639

当期末残高 1,650,000 404,986 355,755 760,741 412,500 751,971 37,281,000 763,767

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
利益剰余金

自己株式 株主資本合計
その他有価証券

評価差額金

評価・換算差額

等合計利益剰余金

合計

当期首残高 39,153,410 △4,785,723 36,742,353 9,900,619 9,900,619 46,642,973

当期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩
― ― ―

税率変更による積立

金の調整額
― ― ―

別途積立金の積立 ― ― ―

剰余金の配当 △623,754 △623,754 △623,754

当期純利益 679,583 679,583 679,583

自己株式の取得 △149,698 △149,698 △149,698

自己株式の処分 150,375 186,450 186,450

株主資本以外の項目

の当期変動額（純

額）

△673,371 △673,371 △673,371

当期変動額合計 55,828 677 92,580 △673,371 △673,371 △580,790

当期末残高 39,209,239 △4,785,046 36,834,934 9,227,248 9,227,248 46,062,182
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当事業年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 1,379,792 973,911

減価償却費 558,094 701,822

減損損失 ― 26,833

貸倒引当金の増減額（△は減少） 399 △1,999

賞与引当金の増減額（△は減少） △52,970 △15,313

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △7,800 △5,200

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） △3,352 △10,190

受取利息及び受取配当金 △442,160 △494,666

支払利息 24,069 26,606

固定資産除却損 16,528 67,918

投資有価証券売却損益（△は益） 3,251 △454,353

関係会社株式売却損益(△は益) △450,209 ―

売上債権の増減額（△は増加） 52,835 140,261

棚卸資産の増減額（△は増加） △165,823 △65,519

仕入債務の増減額（△は減少） △25,553 29,815

未払費用の増減額（△は減少） △109,866 △116,305

未払又は未収消費税等の増減額 △62,751 △372,952

その他 71,319 △77,992

小計 785,803 352,675

利息及び配当金の受取額 442,164 494,702

利息の支払額 △17,811 △24,094

法人税等の支払額 △542,639 △350,165

営業活動によるキャッシュ・フロー 667,517 473,118

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △5,160,000 △4,260,000

定期預金の払戻による収入 7,560,000 4,760,000

有価証券の償還による収入 ― 500,000

有形固定資産の取得による支出 △2,491,690 △3,145,938

無形固定資産の取得による支出 △98,790 △16,274

投資有価証券の取得による支出 △161 △167

投資有価証券の償還による収入 ― 300,000

投資有価証券の売却による収入 29,598 846,166

関係会社株式の取得による支出 ― △56,919

関係会社株式の売却による収入 2,474,802 ―

貸付けによる支出 ― △90,000

その他 ― △30,899

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,313,757 △1,194,033

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 600,000 600,000

短期借入金の返済による支出 △600,000 △600,000

自己株式の取得による支出 △266 △149,698

自己株式の売却による収入 ― 149,168

配当金の支払額 △758,957 △621,575

その他 △922 △922

財務活動によるキャッシュ・フロー △760,146 △623,028

現金及び現金同等物に係る換算差額 △237 △114

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,220,890 △1,344,058

現金及び現金同等物の期首残高 2,173,985 4,394,876

現金及び現金同等物の期末残高 ※1 4,394,876 ※1 3,050,818
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(重要な会計方針)

１．有価証券の評価基準及び評価方法

(1) 子会社株式

移動平均法による原価法

(2) その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法

（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平均法により算定）

市場価格のない株式等

移動平均法による原価法

２．棚卸資産の評価基準及び評価方法

商品、製品、半製品、仕掛品、原材料、貯蔵品

主として総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

３．固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産

定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）、2016年４

月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物並びに太陽光発電設備については、定額法を採用しております。

(2) 無形固定資産

定額法を採用しております。

４．引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

(3) 役員賞与引当金

役員賞与の支出に備えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき計上しております。

(4) 役員株式給付引当金

株式交付規程に基づく当社の取締役等への当社株式の交付等に備えるため、当事業年度末における株式給付債

務の見込額に基づき計上しております。

(5) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上して

おります。

① 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については、給付

算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(12年)による定額法により費用処

理しております。

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(12年)による

定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。
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(6) 役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しております。

なお、2004年６月に役員退職慰労金制度を廃止しており、役員退職慰労引当金残高は従前の制度による在任役

員に対する支給予定額であり、2004年４月以降の要支給額の新たな発生はありません。

５. 収益及び費用の計上基準

養命酒関連事業では、養命酒、酒類及び食品類の製造及び販売を主な事業としております。このような販売につい

ては通常、商品又は製品の引渡し時点において当該商品又は製品に対する支配が顧客に移転し、履行義務が充足され

ますが、当社は収益認識に関する会計基準の適用指針第 98 項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国

内の販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合に

は、出荷時に収益を認識しております。なお、履行義務の充足時点である商品又は製品の引渡し後、概ね３ヶ月以内

に支払いを受けております。

また、収益は顧客との販売契約における対価からリベートや値引き、返品等を控除した金額で算定しております。

顧客との契約における対価に変動対価が含まれている場合には、変動対価に関する不確実性が事後的に解消される際

に、解消される時点までに計上された収益の著しい減額が発生しない可能性が高い部分に限り、取引価格に含めてお

ります。

くらすわ関連事業では、直営の商業施設において商品又は製品の販売及びレストランの運営を行う店舗運営並びに

インターネットやカタログ等を通じた通信販売を主な事業としております。店舗運営における販売では、顧客に商品

又は製品を引渡した時点、サービスを提供した時点でそれぞれ履行義務が充足されることから、当該時点で収益を認

識しております。また、概ね履行義務の充足時点にて対価の支払いを受けております。通信販売では、商品又は製品

の引渡し時点において当該商品又は製品に対する支配が顧客に移転し、履行義務が充足されますが、当社は収益認識

に関する会計基準の適用指針第 98 項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国内の販売において、出荷

時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識

しております。なお、履行義務の充足時点である商品又は製品の引渡し後、概ね１ヶ月以内に支払いを受けておりま

す。

６．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わ

ない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなります。

(追加情報)

(役員報酬ＢＩＰ信託に係る取引について)

当社は、取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く。以下同じ。）及び当社と委任契約を締結してい

る執行役員（以下「取締役等」という。）を対象に、信託を通じて自社の株式を交付する取引を行っております。

(1)取引の概要

当社は、中長期的な業績の向上と企業価値の増大への貢献意識を高めることを目的として、会社業績との連動性

が高く、かつ透明性・客観性の高い役員報酬制度として、業績連動型の株式報酬制度である「役員報酬ＢＩＰ信

託」を導入しております。

本制度では、取締役等のうち一定の要件を充足するものを受益者とし、当社が当社株式の取得資金を拠出するこ

とにより信託を設定します。当該信託は、あらかじめ定める株式交付規程に基づき取締役等に交付すると見込まれ

る数の当社株式を、当社からの第三者割当により取得します。その後、当該信託は、株式交付規程に従い、信託期

間中の各事業年度の業績目標の達成度等に応じて、当社株式及び当社株式の換価処分金相当額の金銭を役員報酬と

して、毎年一定時期に交付及び給付いたします。

(2)信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株式

として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前事業年度56,320千円、27,568株、当事業年度

168,206千円、72,419株であります。
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(損益計算書関係)

※１．他勘定振替高

商品、自家製品を見本費等に振替えた額であります。

※２．棚卸資産の収益性の低下に伴う簿価切下金額

期末棚卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、当事業年度に発生した棚卸資産評価損が売上原価

に含まれております。

また、当社では洗替え法を採用しており、それに伴う当事業年度の簿価切下額の戻入額と当事業年度に発生し

た棚卸資産評価損との相殺後の額は次のとおりであります。

前事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当事業年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

売上原価に含まれる棚卸評価損 4,880千円 10,535千円

洗替え法による簿価切下額の戻入額 △220 〃 △4,880 〃

棚卸評価損との相殺後の額 4,659 千円 5,655 千円

※３．販売費及び一般管理費の主なもののうち主要な費目及び金額並びにおおよその割合は、次のとおりでありま

す。

前事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当事業年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

広告宣伝費 1,805,863千円 1,689,514千円

給料手当 1,057,321 〃 1,161,119 〃

退職給付費用 53,457 〃 24,885 〃

賞与引当金繰入額 142,135 〃 131,500 〃

役員賞与引当金繰入額 24,600 〃 19,400 〃

役員株式給付引当金繰入額 37,282 〃 27,091 〃

減価償却費 221,122 〃 319,116 〃

おおよその割合

販売費 66％ 69％

一般管理費 34〃 31〃

※４．一般管理費に含まれる研究開発費は、次のとおりであります。

前事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当事業年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

272,803千円 226,994千円

※５．固定資産除却損の内容は、次のとおりであります。

前事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当事業年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

建物 408千円 12,772千円

構築物 1,572 〃 5,963 〃

機械及び装置 260 〃 69 〃

車両運搬具 0 〃 0 〃

工具、器具及び備品 946 〃 1,030 〃

ソフトウエア ― 〃 164 〃

撤去費 13,339 〃 47,918 〃

計 16,528千円 67,918千円
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※６．減損損失の内容は、次のとおりであります。

当事業年度（自 2024年４月１日 至 2025年３月31日）

当社は、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

場所 用途 種類

東京都 事業用資産 ソフトウエア

当社は、主として事業セグメントを基礎とした資産のグルーピングを行っております。なお、商業施設及び重要

な遊休資産については、物件ごとにグルーピングを行っております。

上記資産グループは、顧客分析システムとして利用しておりましたが、当事業年度において今後の利用が見込ま

れない状況を踏まえ、使用中止の意思決定を行ったことから、帳簿価額を全額減額し、当該減少額を減損損失

（26,833千円）として特別損失に計上しております。その内訳は、ソフトウエア26,833千円であります。

なお、当該資産グループの回収可能価額は、将来キャッシュ・フローを見込めないことからゼロとして評価して

おります。

※７．支店閉鎖損失

当事業年度（自 2024年４月１日 至 2025年３月31日）

支店閉鎖損失は、台北支店の閉鎖に伴うものであります。

(株主資本等変動計算書関係)

前事業年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

株式の種類
当事業年度期首
株式数（株）

当事業年度
増加株式数（株）

当事業年度
減少株式数（株）

当事業年度末
株式数（株）

発行済株式

普通株式 16,500,000 ― ― 16,500,000

自己株式

普通株式(注)１，２，３ 2,686,102 145 19,890 2,666,357

(注) １ 普通株式の自己株式の株式数の増加145株は、単元未満株式の買取によるものであります。

２ 普通株式の自己株式の株式数の減少19,890株は、役員報酬ＢＩＰ信託から株式交付対象者への交付によるも

のであります。

３ 当事業年度末の自己株式の株式数には、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式27,568株が含まれておりま

す。

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

３．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

2023年６月29日
定時株主総会

普通株式 762,374 55.00 2023年３月31日 2023年６月30日

(注) １ 2023年６月29日開催の定時株主総会における１株当たり配当額には、創立100周年記念配当10.00円が含まれ

ております。

２ 配当金の総額には役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式47,458株に対する配当金2,610千円が含まれてお

ります。

(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2024年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 623,754 45.00 2024年３月31日 2024年６月28日

(注) １ 配当金の総額には役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式27,568株に対する配当金1,240千円が含まれてお

ります。
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当事業年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

株式の種類
当事業年度期首
株式数（株）

当事業年度
増加株式数（株）

当事業年度
減少株式数（株）

当事業年度末
株式数（株）

発行済株式

普通株式 16,500,000 ― ― 16,500,000

自己株式

普通株式(注)１，２，３ 2,666,357 63,337 81,349 2,648,345

(注) １ 普通株式の自己株式の株式数の増加63,337株は、役員報酬ＢＩＰ信託による当社株式の取得による増加

63,100株、単元未満株式の買取による増加237株によるものであります。

２ 普通株式の自己株式の株式数の減少81,349株は、役員報酬ＢＩＰ信託への譲渡による減少63,100株、役員報

酬ＢＩＰ信託から株式交付対象者への交付による減少18,249株によるものであります。

３ 当事業年度末の自己株式の株式数には、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式72,419株が含まれておりま

す。

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

３．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

2024年６月27日
定時株主総会

普通株式 623,754 45.00 2024年３月31日 2024年６月28日

(注) 配当金の総額には役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式27,568株に対する配当金1,240千円が含まれておりま

す。

(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2025年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 626,583 45.00 2025年３月31日 2025年６月30日

(注) １ 配当金の総額には役員報酬ＢＩＰ信託が保有する当社株式72,419株に対する配当金3,258千円が含まれてお

ります。

(キャッシュ・フロー計算書関係)

※１．現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりでありま

す。

前事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当事業年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

現金及び預金勘定 7,654,876 千円 5,710,818 千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △3,260,000 〃 △2,660,000 〃

現金及び現金同等物 4,394,876 千円 3,050,818 千円
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の分

配の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、「養命酒」及び酒類・食品の製造販売事業と食を通じた「広げる、すこやかなくらしの輪」をコンセプト

とした「くらすわ」ブランドによる小売り・サービス事業を展開しており、経営管理上の区分に基づき事業セグメン

トを集約したうえで、「養命酒関連事業」と「くらすわ関連事業」の２つを報告セグメントとしております。

「養命酒関連事業」では、主に国内外への「養命酒」及び酒類・食品の製造販売を行っており、その他に太陽光発

電による売電及び不動産賃貸を行っております。

「くらすわ関連事業」では、直営の商業施設において商品又は製品の販売及びレストランの運営を行う店舗運営並

びにインターネットやカタログ等を通じた通信販売を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「重要な会計方針」における記載と概ね同一であります。ま

た、報告セグメントの利益は営業利益ベースの数値であります。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報及び収益の分解情報

前事業年度（自 2023年４月１日 至 2024年３月31日）

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注）１

財務諸表
計上額
（注）２

養命酒
関連事業

くらすわ
関連事業

計

売上高

顧客との契約から生じる収益 8,839,145 1,120,733 9,959,878 ― 9,959,878

その他の収益 282,371 ― 282,371 ― 282,371

外部顧客への売上高 9,121,516 1,120,733 10,242,250 ― 10,242,250

セグメント間の内部売上高
または振替高

― ― ― ― ―

計 9,121,516 1,120,733 10,242,250 ― 10,242,250

セグメント利益又は損失（△） 2,454,162 △406,662 2,047,499 △1,573,659 473,840

セグメント資産 9,966,678 2,285,773 12,252,452 42,165,359 54,417,812

その他の項目

減価償却費 424,200 20,930 445,130 112,964 558,094

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

372,305 1,842,964 2,215,270 144,717 2,359,987

（注）１ 調整額は、以下のとおりであります。
(1) セグメント利益又は損失（△）の調整額は、主に各報告セグメントに配分していない一般管理費等の全社

費用であります。
(2) セグメント資産の調整額は、主に各報告セグメントに配分していない余資運用資金（現金及び預金）、長

期投資資金（投資有価証券）及びコーポレート部門に係る資産等の全社資産であります。
(3) 減価償却費の調整額は、報告セグメントに帰属しない全社資産の減価償却費であります。
(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、報告セグメントに帰属しない全社資産の設備投資額

であります。
２ セグメント利益又は損失（△）は、財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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当事業年度（自 2024年４月１日 至 2025年３月31日）

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注）１

財務諸表
計上額
（注）２

養命酒
関連事業

くらすわ
関連事業

計

売上高

顧客との契約から生じる収益 8,246,318 1,476,241 9,722,559 ― 9,722,559

その他の収益 294,700 ― 294,700 ― 294,700

外部顧客への売上高 8,541,018 1,476,241 10,017,259 ― 10,017,259

セグメント間の内部売上高
または振替高

― ― ― ― ―

計 8,541,018 1,476,241 10,017,259 ― 10,017,259

セグメント利益又は損失（△） 2,365,070 △627,308 1,737,761 △1,609,460 128,301

セグメント資産 9,825,774 4,235,960 14,061,735 39,457,244 53,518,979

その他の項目

減価償却費 402,132 172,587 574,720 127,102 701,822

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

501,058 1,942,012 2,443,070 715,512 3,158,582

（注）１ 調整額は、以下のとおりであります。
(1) セグメント利益又は損失（△）の調整額は、主に各報告セグメントに配分していない一般管理費等の全社

費用であります。
(2) セグメント資産の調整額は、主に各報告セグメントに配分していない余資運用資金（現金及び預金）、長

期投資資金（投資有価証券）及びコーポレート部門に係る資産等の全社資産であります。
(3) 減価償却費の調整額は、報告セグメントに帰属しない全社資産の減価償却費であります。
(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、報告セグメントに帰属しない全社資産の設備投資額

であります。
２ セグメント利益又は損失（△）は、財務諸表の営業利益と調整を行っております。

(持分法損益等)

１．関連会社に関する事項

当社は、関連会社を有しておりません。

２．開示対象特別目的会社に関する事項

当社は、開示対象特別目的会社を有しておりません。

(１株当たり情報)

前事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当事業年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

１株当たり純資産額 3,371円71銭 3,325円39銭

１株当たり当期純利益 68円90銭 49円08銭

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当事業年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当期純利益(千円) 952,820 679,583

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(千円) 952,820 679,583

普通株式の期中平均株式数(株) 13,828,403 13,846,952
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３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前事業年度
（2024年３月31日)

当事業年度
（2025年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 46,642,973 46,062,182

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) ― ―

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 46,642,973 46,062,182

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株
式の数(株)

13,833,643 13,851,655

４．株主資本において自己株式として計上されている「役員報酬ＢＩＰ信託」に残存する当社株式は、１株当た

り純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式数に含めており、また、１株当たり当期純

利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末自己株式数は前事業年度27,568株、当事業年度

72,419株であり、１株当たり当期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前事業年度

32,901株、当事業年度52,450株であります。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


